
 【2015年春 ITERO】   第4週 ともし火をともし、香をたく 

鳥

瞰 

 神の聖なる所で、ともし火をともすことは、祭司が行なう務めであり、祭司の奉仕です。ともし火をともすことは、個人的に聖

書を読むことを表徴するだけでなく、団体的な面として、召会として集会する正しい方法を指しています。このように聖別された

人だけが、聖なるともし火をともすことができます。祭司の体系の主要な任務は、香をたくことです。祭司たちが香をたいたとき

はいつでも、ともし火をともしました。そして彼らがともし火をともしたときはいつでも、香をたきました。香をたくことは、わ

たしたちが復活し昇天したキリストの中で祈り、復活し昇天したキリストと共に祈ることを表徴します。聖なる塗り油が表徴する

のは、キリストがすべてを含む霊として神からわたしたちに来るということであり、香が表徴するのは、キリストがわたしたちの

祈りとしてわたしたちから神に行くということです。 

 真理要点 経験適用 

１

日

目 

1どのようであれば、神の

聖なる所で、ともし火

をともす資格をもつこ

とができますか？ 

 

2 祭司の奉仕の主要な三

項目は何ですか？ 

1 ともし火をともすために、わたしたちはキリストを表現しなければならず、またわたしたちは神の具体化、神

聖な性質、イエスの 人性、そして肉体と成ること、人の生活、十字架、復活の要素を伴うキリストの霊の経験を

持たなければなりません。このすべての要素はわたしたちのクリスチャン生活の成分でなければなりません。 こ

うであるなら、わたしたちは資格づけられて神の聖なる所で、ともし火をともします。 

2 第一は外庭の祭壇で、いけにえをささげることでした。すべてのいけにえは、祭司によって神にささげられな

ければなりませんでした。祭司の奉仕のこの面は、かなり手荒く粗悪なものでした。なぜ ならそれは、大きな動

物のいけにえと関係があったからです。祭司の奉仕の第二と第三の項目は、ともし火をともすことと香を たくこ

とでした。すでに見て きたように、ともし火をともすことは世俗的な人によって行なわれることができず、ただ

聖なる人、祭司によって行なわれることがで きました。 

２

日

目 

 

1 聖所でのともし火をと

もすことには。どのよ

うな種類の人の奉仕が

必要ですか？ 

 2 聖所の中での光とはど

のようなものですか？ 

1聖書によれば、祭司は神によって完全に所有され、完全に神によって所有され、全面的に神で満たされ浸透され

ています。さらに、祭司は、神に対して絶対的である人です。彼の命と生活は完全に神 のためです。聖所で と

もし火をともすことは、このような人の奉仕を必要とします。 

2聖所における光は特別な光でした。それは天然の光、すなわち日中の太陽から、夜間の月や星から来る光では

ありませんでした。また聖所の光は人工の光でもありませんでした。それは天然の光でも 人工の光でもなく、

金の燭台から来る光でした。言い換えれば、それは神聖な性質から来る光です。 

３

日

目 

1 どのように光を日常正

解の中で用いますか？ 

2 召会の集会で真のとも

し火をともすことを経

験するには何を持って

いるべきでしょうか？ 

1詩篇第 119 篇 130 節は、神の言葉が開かれると光を放つと言います。わたしたちは日ごとに聖なる御言の 中

へと入る必要があります。その時わたしたちは光を見て、光の中 にいます。光は神の御言を通しての神ご自身で

す。わたしたちは天然的で人工的な光を必要と しません。わたしたちはキリストのからだの建造のために、神の

言 葉を通して、神聖な、贖い、輝く光の下で歩き、生きる必要があります。 

2わたしたちは、燭台としての三一の神の具体化であるキリスト、金としての神聖な性質、灯心としてのキリスト

の引き上げられた人性、キリストの過程のすべての段階を伴う油としてのキリストの霊を持たなければなりませ

ん。わたしたちはまた祭司として聖なる人となり、祭司の衣服としてのキリストの表現を着なければなりません

。 

４

日

目 

1 香をたくことと、とも

し火をともすことの関

係を説明してください

。 

 

2 祈りが先でしょうか？

それとも主の言葉を読

むことが先でしょうか

？話？ 

1祭司たちが香をたいたときはいつでも、ともし火をともしました。そして彼らが ともし火をともしたときはい

つでも、香をたきました。これが意味 するのは、わたしたちが御言を読む（ともし火をともす）ときはいつ で

も、祈らなければ（香をたく）ならないということです。香をたくことは祈ることであり、ともし火をともすこ

とは、御言を読むことです。神の御言は光であるので、わたしたちがこの御言を取り 扱うときはいつでも、とも

し火をともします。読むことと祈ること は、一つの事でなければなりません。それらは共にミングリングされて

一にならなければなりません。 

2もしわたしたちがまず御言に触れて光を受けないなら、わたしたちの性情にしたがって、天然の方法で祈るかも

しれません。このような祈りは主を怒らせることです。それは彼にとって甘い香りではありません。ですから、

わたしたちは祈る前に御言を読んで、主に照らされなければなりません。わたしたちはともし火をともさなけれ

ばなりません。 

５

日

目 

1 「香」と「煙」の霊的な

意味を説明してください

。 

 

2 「聖なる塗り油」と「

香」にはどのような関

係があるか説明してく

ださい。 

 

1香は復活し昇天したキリストを予表することを見るでしょう香はわたしたちの祈りを表徴します。このような祈

りは、実はキリストであり、わたし たちがキリストを通して、またキリストと共に神に昇ることですこれは、神

にとってのかぐわしい香りです。その香の煙は、香が燃えて聖徒たちの祈りと共に神に昇ることを 示しています

。このことは、聖徒たちの祈りに効力があり、神に受け入れられることを暗示します。 

2聖なる塗り油（出30:23-25）が表徴するのは、キリストがすべてを 含む霊として神からわたしたちに来るとい

うことであり、香が表徴 するのは、キリストがわたしたちの祈りとしてわたしたちから神に 行くということで

す。これは二方向の神聖な往来です。油塗りは、キリストの中で、またキリストを通して、神をわたしたちにも

たらし、わたしたちに神聖な要素にあずからせます。香は、わたしたち が祈りの中でキリストと共に、またキリ

ストとして神に行き、神に 享受を得させることです。このような祈りは、同時にかぐわしい香りで神を満足させ

、神のエコノミー、神の行政を執行します。 

６

日

目 

1 祭司の奉仕が至聖所の

奉仕であるとなぜ言え

るのでしょうか？ 

2 わたしたちの神への祈

りが、どのように香の

ように神の前へと立ち

昇るのでしょうか？ 

1エペソ人への手紙第6章は、人の主人に奴隷として仕えることでさえ、一種の神に対する奉仕であると告げてい

ます。レビ人として外庭で神に仕えることは一種の奉仕ですが、神に対して直接、香をたく祭司として仕えるこ

とは別のことです。祭司は内側で、すなわち、外庭ではなく聖所の中 で、至聖所の中でさえ香をたいて主と接触

する人です。 

2わたしたちは思いからではなく、霊の内側深くからキリストの ものを言い表し、表現する必要があります。こ

のキリストの表現 は、神に立ち昇る甘い香です。わたしたちとキリスト、キリストとわたしたち は、祈ること

によって一となります。わたしたちがこのように立ち昇る香をささげることによって祈れば祈るほど、神の栄光

はさら に下ってきます。香は立ち上り、栄光が下ってきます。これは真の 伝達、真の交流、真の交わりです。 

ま

と

め 

集会の中でともし火をともすことは、祭司と同じように、神に所有され、浸透され、神に対して絶対的に生きる必要がありま

す。わたしたちがそのように聖別された人になったときに、集会の中で祈っても、聖書を読んでも、詩歌を歌っても、預言をして

も聖なる光を上らせることができます。祭司として、わたしたちも香をたく人であるべきです。幕屋の絵からみて、わたしたちは

まず祭壇へと行きます。キリストをわたしたちの各種のささげ物とし、キリストの十字架において終わらされることを経過します

。そして聖所の中の供えのパンの机へとやって来ます。キリストを、わたしたちの養い、供給とします。燭台の光を得て、わたし

たちを洗い清め、古いものが取り除かれ、このようにして、キリストから出た祈り――香壇においての――をもつことができます

。 

 


